
 

 
 

国土交通省近畿地方整備局 

Kinki Regional Development Bureau  

  Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

近畿地方整備局  配布日時 令和元年６月７日 

１４時００分 
資料配布  

 

件    名 
 マスメディアと連携し避難行動に結びつく 

災害情報の提供方法等について議論します。 
～6/12 近畿地方メディア連携協議会 発足～ 

  
概    要 
 
 
 
 
 
 

 

平成 30 年 7 月豪雨の被災を踏まえ、国土交通省がとりまと
めた「住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リ
ンク情報共有プロジェクトレポート（H30.12）」に基づき、こ
の度、近畿地方メディア連携協議会を発足します。 
国や自治体が発信する水害・土砂災害等のハザード・リスク

情報が、地域の人々自らの避難行動に結びつくよう、マスメデ
ィア等と連携し、情報提供・共有方法の充実を図ります。 
 
◆協議会名称 

 近畿地方メディア連携協議会 
 
◆参加予定団体（五十音順） 
(株)アドバンスコープ,大阪放送(株) , (株)京都新聞社 

(株)神戸新聞社, (株)産業経済新聞社 大阪本社 

(株)テレビ和歌山, (株)奈良新聞社 

日本放送協会 大阪放送局,びわ湖放送(株) , (株)福井新聞社 

 
◆開催日時・開催場所 

 日時：6 月 12 日（水）15:00 開始（17:00 閉会予定) 

 会場：大阪合同庁舎第１号館（近畿地方整備局） 

新館３階 Ａ会議室 

 
◆取材について 
会議は、公開で行います。 
会議開始の５分前までに会場にお越し下さい。 
 

  
取 扱 い － 

  
配布場所 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ 

  
問合せ先 

 
国土交通省 近畿地方整備局 

河川部 水災害予報センター長  井川
い か わ

 貴史
た か し

 

電話 06-6944-8853 



 
 

 

 

住民避難行動に結びつく災害情報の提供・共有方法の充実を目指して 

～第１回 近畿地方メディア連携協議会を開催～ 

 

 平成３０年７月豪雨の被災を踏まえ、情報を発信する行政と情報を伝え

るマスメディア、ネットメディアの関係者等が「水防災意識社会」を構成

する一員として、それぞれが有する特性を活かした対応策、連携策を検討

し、住民自らの行動に結びつく情報の提供・共有方法を充実に向けて、平

成３０年１２月「住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リ

スク情報共有プロジェクトレポート」がとりまとめられました。 

 

プロジェクトレポートを基づき、近畿地方における地域のリスク情報や

水害・土砂災害情報等について、テレビやラジオ、新聞等のそれぞれのメ

ディアが有する特性を活かし、住民の理解と行動につなげるための取組を

関係者で連携して実施するため、各機関での取組内容の共有と、連携関係

の構築を目的として、近畿メディア連携協議会を開催します。 

 
◆開催日時及び開催場所 

日時：6 月１2 日(水) 1５：０0～１７：００（予定） 

    会場：大阪合同庁舎第１号館（近畿地方整備局）新館３階 Ａ会議室 

       大阪市中央区大手前 1-5-44  電話:06-6942-1141(代表) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◆出席予定者【別紙１参照】 

 
 

◆議題予定 
・「住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有 

プロジェクト」の取組 
・近畿地方整備局における水害・土砂災害情報の提供・伝達等の取組 

・平成３０年７月豪雨等における各団体の取組状況と課題について 

 
（参考）住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト HP 

    https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/index.html 

大
阪
城 近畿地方整備局 配置図 

会場 



 
 

 
 
 

参加団体一覧（五十音順） 

 
 

株式会社 アドバンスコープ 

大阪放送 株式会社 

株式会社 京都新聞社 

株式会社 神戸新聞社 

株式会社 産業経済新聞社 大阪本社 

株式会社 テレビ和歌山 

株式会社 奈良新聞社 

日本放送協会 大阪放送局 

びわ湖放送 株式会社 

株式会社 福井新聞社 

 

事務局：国土交通省河川部 

水災害予報センター 

河川計画課 

河川管理課 
 

別紙 



    

住民自らの行動に結びつく 
水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト 

開催趣旨 
 
気候変動の影響等により今後も大規模な洪水被害、土砂災害の発生が

想定される中、住民一人一人がその危険性を認識し、自身の命を守るため

の行動につなげていくことができるような「水防災意識社会」の再構築が

必要とされている。 
しかし、平成 30年 7月豪雨では、西日本を中心とした広域かつ長時間

にわたる記録的な大雨となり、各地で甚大な洪水被害、土砂災害が発生し

たが、浸水想定区域内や土砂災害危険箇所など事前に危険情報が与えら

れた地域で多くの被災者を生むこととなった。こうした状況を踏まえる

と、今一度、関係する主体が、その特性を踏まえ、連携してより良い災害

情報の発信の内容や発信の仕方、伝達の手段等を検討する必要がある。 
また、的確な避難行動がとれるように住民一人ひとりに情報が伝わる

ことを目指す一方で、情報を受け取ることが難しい者、避難行動に支援が

必要とされる者が存在すること、避難行動のきっかけとなったのが地域

の声掛けである場合も多いことなどを踏まえると、地域コミュニティー

の活動を支援するという視点でも、どのような情報の発信、共有の仕方が

適切かについても検討する必要がある。 
このような観点から、情報を発信する行政と情報を伝える機能を有す

るメディア関係者などが連携し、「水防災意識社会」を構成する一員とし

て、広範性、即時性、双方向性、高参照性などそれぞれが有する特性を活

かした対応策、連携策を検討し、住民避難行動に結びつく災害情報の提

供・共有方法を充実し、速やかにその実施を図ることを目的に、本プロジ

ェクトを実施する。 
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よ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
災
害
情
報
の
積
極
的
な

配
信

⑰
Ｅ
Ｔ
Ｃ

2.
0や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
の
強
化

⑱
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
を
適
切
に
伝
え
る
た
め
専
門
家
に
よ
る
解
説
を
充
実

Ｄ
：
災
害
時
の
意
識
転
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑲
住
民
自
ら
の
避
難
行
動
の
た
め
の
ト
リ
ガ
ー
情
報
の
明
確
化

⑳
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
重
要
性
の
住
民
へ
の
周
知

㉑
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
文
例
の
統
一

Ｅ
：
災
害
情
報
メ
デ
ィ
ア
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

㉒
新
聞
等
の
紙
メ
デ
ィ
ア
と
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
連
携

㉓
テ
レ
ビ
等
の
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
へ
の
誘
導

㉔
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
の
行
政
機
関
の
災
害
情
報
サ
イ
ト
の
活
用

㉕
災
害
情
報
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
発
信
力
の
強
化

㉖
行
政
機
関
に
よ
る
S
N
S
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
の
強
化

㉗
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
共
通
使
用
、
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
リ
ン
ク
掲
載
に
よ
る
情
報
拡
散

㉘
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
防
災
情
報
発
信
及
び
リ
ツ
イ
ー
ト

㉙
災
害
の
切
迫
状
況
に
応
じ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
提
供
【
再
掲
】

㉚
地
方
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
連
携
協
議
会
の
設
置

㉛
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
推
進

Ｆ
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
避
難
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

㉜
「
避
難
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
災
害
時
避
難
行
動
リ
ー
ダ
ー
）
」と
な
る
人
づ
く
り

㉝
登
録
型
の
プ
ッ
シ
ュ
型
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高
齢
者
避
難
支
援
「
ふ
る
さ
と

プ
ッ
シ
ュ
」

㉞
電
話
と

A
Ｉを
用
い
た
災
害
時
高
齢
者
お
助
け
テ
レ
フ
ォ
ン
の
開
発

㉟
Ｅ
Ｔ
Ｃ

2.
0や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
道
路
利
用
者
へ
の

情
報
提
供
の
強
化
供
【
再
掲
】

3.
2 
災
害
情
報
の
一
元
化
・
単
純
化
に
よ
る
分
か
り
や
す
さ
の
追
求

・
気
象
、
水
害
・
土
砂
災
害
等
の
情
報
一
元
化

・
一
目
で
概
況
が
わ
る
よ
う
な
情
報
発
信

・
災
害
情
報
の
「
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
・マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
化
」

・
発
信
情
報
の
地
名
や
観
測
所
の
読
み
仮
名
付
与

・
プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
を
き
っ
か
け
に
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
型
情
報
か
ら
、
リ
ッ
チ
な

プ
ル
型
情
報
に
簡
単
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
遷
移
で
き
る
体
系
を
構
築

3.
3 
災
害
情
報
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
の
促
進
と
個
人
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
の
実
現

・
個
人
の
行
動
を
意
識
し
た
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・ラ
ジ
オ
）、

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
で
の
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
提
供

・
住
民
一
人
一
人
が
情
報
を
入
手
し
や
す
く
す
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
個
人

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
機
能
の
提
供

3.
4 
画
像
情
報
の
活
用
や
専
門
家
か
ら
の
情
報
発
信
な
ど
切
迫
感
と

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
追
求

・
河
川
監
視
カ
メ
ラ
画
像
等
を
活
用
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
河
川
情
報
の
提
供

・
国
土
交
通
省
の
職
員
等
の
専
門
家
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
解
説
、
状
況
の
切

迫
性
の
伝
達

3.
5 
災
害
モ
ー
ド
へ
の
個
々
の
意
思
を
切
り
替
え
さ
せ
る
ト
リ
ガ
ー
情
報

の
発
信

・
ト
リ
ガ
ー
情
報
の
定
義
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
切
り
替
え

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
「
生
命
に
関
わ
る
緊
急
性
の
高
い
情
報
」で
あ
る
こ
と
を
住

民
に
理
解
を
促
す

3.
6 
災
害
情
報
の
入
手
を
容
易
に
す
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
連
携
の
促
進

・
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
考
慮
し
た
メ
デ
ィ
ア
間
の
誘
導
に
よ
る
住
民
が
情
報
を
入
手
し

や
す
い
環
境
の
創
出

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド
や
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
情
報

へ
の
誘
導

・
地
方
に
お
け
る
行
政
機
関
と
地
方
の
メ
デ
ィ
ア
の
連
携
強
化

3.
7 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
防
災
力
の
強
化
と
情
報
弱
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
長
、
自
治
会
の
長
等
の
よ
う
な
災
害
時
に
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
る
人
達
に
正
し
く
、
切
迫
感
の
あ
る
情
報
を
届
け
る

・
親
（
高
齢
者
）
等
が
住
む
ふ
る
さ
と
の
危
険
情
報
を
離
れ
た
子
に
メ
ー
ル
で
通
知

す
る
よ
う
事
前
に
登
録
し
、
子
が
電
話
等
で
避
難
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り

第
３
章
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
水
害
・
土
砂
災
害
が
迫
る
中
で
我
々
に
で
き
る
こ
と
」

平
成

30
年

7月
豪
雨
に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区
域
な
ど
事
前
に

危
険
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
た
地
区
で
多
く
の
被
災
者
発
生
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
情
報
を
発
信
す
る
行
政
に
加
え
て
、
情

報
を
伝
え
る
機
能
を
有
す
る
マ
ス
コ
ミ
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者

な
ど
が
、
「
水
防
災
意
識
社
会
」
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
、
広
範

性
、
即
時
性
、
双
方
向
性
、
一
覧
性
、
高
参
照
性
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
特
性
を
活
か
し
た
対
応
策
、
連
携
策
を
検
討
し
、
住
民
避
難

行
動
に
結
び
つ
く
災
害
情
報
の
提
供
・
共
有
方
法
を
充
実
し
、
速
や

か
に
そ
の
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
。
〇
参
加
団
体

第
２
章
平
成

30
年

7月
豪
雨
に
み
る
住
民
へ
の

情
報
共
有
上
の
課
題

①
よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
あ
り
方
は

②
住
民
に
切
迫
感
を
伝
え
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か

③
情
報
弱
者
に
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
を
伝
え
る
方
法
と
は

・
住
民
に
危
険
性
を
示
す
情
報
、
避
難
を
促
す
情
報
も
発
信
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
ず
、
亡
く
な
っ
た
方
が
多

か
っ
た
。

・
住
民
は
、
身
に
危
険
が
迫
る
ま
で
避
難
を
決
断
し
て
い
な
い
。

・
災
害
情
報
に
関
心
を
示
し
て
い
な
い
状
況
で
、
情
報
が
直
接
的
に

避
難
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
各
種
の
警
告
情
報
が
流
れ
る
中
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
逃
げ
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
平
成

30
年

7月
豪
雨
で
亡
く
な
っ
た
方
の
大
多
数
は
高
齢
者
。

・
隣
の
人
や
消
防
団
に
避
難
を
す
す
め
ら
れ
る
ま
で
、
避
難
し
て
い

な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
論
点

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
４
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
災
害
に
関
す
る
取
組
事
例
を
紹
介
頂
き
、
情
報
に
関
す
る
課
題
や
新
た
な

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
。

各
参
加
者
に
よ
る
具
体
的
な
取
組
事
例
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト

に
詳
述
。

第
４
章
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
取
組

2

3.
1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
我
々
に
で
き
る
こ
と


